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背景

樹脂、金属、セラミックス等マルチマテリアルの熱特性評価を行います。

熱特性評価
～熱伝導率、比熱、熱膨張率～

Cat.No 3E2J-312-00-230901

物質の熱的特性は熱伝導率、比熱、熱膨張率の3つの物性を用いて評価されます。当社では電池材料、半導体材料の開
発に伴うニーズにお応えし、キセノンフラッシュ法を用いた熱拡散率(熱伝導率)の異方性測定、DSC(示差走査熱量測定)
法を用いた比熱測定、レーザー干渉法による低膨張物質の熱膨張率測定を実施いたします。マルチマテリアルの熱特性
評価に、是非当社サービスをご利用下さい。

熱的特性測定装置の仕様一覧

項目 熱拡散率(熱伝導率) 比熱 熱膨張率

試験装置

測定方法 キセノンフラッシュ法 DSC法 レーザー干渉法

測定物性
熱拡散率、熱伝導率
(厚さ方向と平面方向)

融点、凝固点、ガラス転移点、
反応熱、比熱容量

熱膨張率

試験温度 -90℃～500℃ -130℃～500℃ -150℃～200℃

試料寸法

測定事例

H:空容器と試料の差
h: 空容器と標準物質の差

mr: 標準物質質量
ms: 試料質量
Cpr: 標準物質比熱

【石英の線膨張率測定結果】

熱膨張率10-7～10-8/K
の評価が可能
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厚さ数十µm～0.5mm

厚さ数十µm～5mm


